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開会 午前 ９時５８分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○松田委員長 皆さん、おはようございます。 

  ４月の執行部の入れかえで今回６月議会が初顔

ぶれだと思います。今後とも本年度また新たによ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、簡単でございますけれども、ご挨拶

とさせていただきます。 

  着座のまま進めさせていただきます。 

  本日は、６月定例会の常任委員会にご出席をい

ただき、厚く御礼を申し上げます。 

  この定例会におきまして当常任委員会に付託さ

れた案件は、新たに提出された陳情１件でござい

ます。 

  また、予算常任委員会付託案件のうち、当分科

会で審査すべき案件は、補正予算案件２件であり

ます。 

  予算案件につきましては、関係所管課のところ

で、随時分科会に切りかえて審査を行います。 

  審査の日程及び審査順は、お手元に配付の次第

のとおりでございます。 

  なお、今年度最初の常任委員会になりますので、

付託案件がない所管課につきましても出席してい

ただいております。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに、円滑な進行へのご協力をお願い申し上げま

して、ご挨拶とさせていただきます。 

  それでは、次第３、審査事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○松田委員長 まずは、塩原支所から順次審査を進

めてまいります。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

○印南塩原支所長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務福祉課・産業観光建設課の

審査 

○松田委員長 塩原支所の皆さん、ご苦労さまでご

ざいます。今回は関係する付託案件はございませ

んでしたが、初年度、最初の常任委員会になりま

すので、総務福祉課から順に担当職員の自己紹介

をお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 （平成27年９月関東・東北豪雨復

旧状況について） 

○松田委員長 その他ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  塩原支所の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時０８分 
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再開 午前１０時０９分 

 

○松田委員長 では、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○松田委員長 西那須野支所の皆さん、ご苦労さま

でございます。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

○関谷西那須野支所長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務税務課の審査 

○松田委員長 今回は関係する付託案件はございま

せんでしたが、ことし最初の常任委員会となりま

すので、総務税務課から順に担当職員の自己紹介

をお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

よろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございませんでし

ょうか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  西那須野支所の皆さん、ご苦労さまでございま

した。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時１１分 

 

再開 午前１０時１２分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民福祉課・産業観光建設課の

審査 

○松田委員長 西那須野支所の皆さん、ご苦労さま

でございます。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会となりますので、市

民福祉課、産業観光建設課から順に担当職員の自

己紹介をお願いいたします。 

  まずは市民福祉課長からお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。 

  今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ



－7－ 

うか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  西那須野支所の皆さん、ご苦労さまでございま

した。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時１５分 

 

再開 午前１０時１６分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○松田委員長 これより総務部の審査に入ります。 

  初めに、総務部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○和久総務部長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務課の審査 

○松田委員長 総務課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会となりますので、課

長から順に担当の職員の自己紹介をお願いいたし

ます。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 （黒磯消防署たてかえについて） 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 （放射能の除染状況について） 

○松田委員長 では、総務部長。 

○和久総務部長 （黒磯消防署建てかえについての

追加説明） 

○松田委員長 その他ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部の皆様から何かございますで

しょうか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  総務課の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩をいた

します。 

 

休憩 午前１０時２６分 

 

再開 午前１０時２７分 

 

○松田委員長 では、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎財政課の審査 

○松田委員長 ただいまから財政課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  なお、今年度最初の常任委員会となりますので、

課長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたし

ます。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

よろしくお願いいたします。 

  ここで、総務企画常任委員会を予算常任委員会

（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４２号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第42号 平成28年度

那須塩原市一般会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長、お願いいたします。 

○中山財政課長 （議案第42号について説明。） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 質疑ございませんでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第42号 平成28年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第42号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で財政課の

審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩をいた

します。 

 

休憩 午前１０時３１分 

 

再開 午前１０時３１分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた
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します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○松田委員長 契約検査課の皆さん、ご苦労さまで

ございます。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  契約検査課の皆さん、ご苦労さまでございまし

た。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩をいた

します。 

 

休憩 午前１０時３３分 

 

再開 午前１０時３４分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課の審査 

○松田委員長 課税課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、ことし最初の常任委員会になりますので、課

長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 （市民税特別徴収の概要につい

て） 

○松田委員長 よろしいですか。 

 そのほかございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  課税課の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部の入れかえのため暫時休憩とい

たします。 
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休憩 午前１０時３９分 

 

再開 午前１０時４２分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎収税課の審査 

○松田委員長 収税課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、執行部の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  収税課の皆様、ご苦労さまでございました。 

  これで、総務部の審査は全て終了となります。

ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時４６分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○松田委員長 これより企画部の審査に入ります。 

  初めに、企画部長からご挨拶をお願いします。 

  部長。 

○藤田企画部長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画政策課の審査 

○松田委員長 企画政策課の皆さん、ご苦労さまで

ございます。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長から順次担当職員のご紹介をお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 今年度もよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 
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〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部から何かございますでしょう

か。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  企画政策課の皆さん、ご苦労さまでございまし

た。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎シティプロモーション課の審査 

○松田委員長 シティプロモーション課の皆さん、

ご苦労さまでございます。 

  今回は関係する付託案件はございませんが、今

年度最初の常任委員会になりますので、課長から

順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、執行部の皆様からは何か。 

  じゃ、部長、お願いいたします。 

○藤田企画部長 １件、追加議案の関係でちょっと

情報提供させていただきたいと思います。資料を

配付させていただきますので、よろしくお願いし

ます。 

〔資料配付〕 

○松田委員長 それでは、小出課長、お願いいたし

ます。 

○小出シティプロモーション課長 それでは、お手

元に資料を１枚配付させていただきました。こち

らにつきましては、地方創生加速化交付金事業と

いうもので、６月議会の追加補正として最終日に

上程させていただくものでございます。こちらの

事業について追加補正となった理由につきまして

は１番に書いてあるとおりでございまして、加速

化交付金二次募集というものがございまして、４

月８日に募集開始が始まりまして、国・県との協

議に６月上旬まで期間を要してしまったというと

ころがあります。それから、国からの応募要件と

して６月補正に計上しろというような２つの要件

がございまして、最終日のところでの追加補正の

対応というふうにさせていただきたいというもの

でございます。 

  一次募集というものもあったんですが、一次募

集につきましては２月、ちょうど市長がかわる時

期とかいろいろありまして、なかなかそのときに

は手を挙げられなかったというところにつきまし

て、今、二次募集というものが始まりましたので、

そちらに手を挙げさせていただきたいというもの

でございます。 

  その事業につきましてどんなことをやるのかと

いうのが２番でございまして、こちらの交付金を

活用させていただきまして、こちらの交付金、額
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的には4,000万から8,000万というところで非常に

大きな金額をいただける事業ということになって

おりまして、その辺の大きな金額というのはなか

なか単独費で捻出するのは難しいので、やっぱり

チャンスと考えて有効に活用していきたいという

ところで事業を考えさせていただきました。 

  中身としましては、移住・定住先としての本市

の魅力発信を多角的・集中的に取り組んでまいり

たいということでございます。シティプロモーシ

ョン課は、やはりこの辺のＰＲというものがメー

ンの仕事でございますので、そういった形での取

り組みで活用させていただきたいというところで

す。 

  具体的な内容につきましては、子育て世代、そ

れから、若い世代をターゲットとして、首都圏の

中でも本市に近い東京の東部から埼玉県を中心に

ＵＩＪターン者、特にＵターン者の獲得に向けた

プロモーション活動を展開してまいりたいという

ことです。 

  また、この事業等を通じてできるだけ多くの市

民の方や団体あるいは民間企業の方の参加を促し

て、シビックプライドの醸成を図るとともに、本

市農産物やブランド品などのＰＲあるいは市民や

ＮＰＯなどが自立して稼ぐチームとなるような育

成に取り組むことにより、地域の稼ぐ力の向上を

図ってまいりたいということでございます。 

  具体的な事業につきましては、その下に書いて

おりまして、地域魅力創出事業というところで予

算化させていただいております。その部分につき

ましては6,000万というものでございます。 

  １つとしては、魅力体験ツアーというところで、

昨年度も同様の事業を開催しておりますが、首都

圏の子育て世代あるいは若い世代を対象に１泊の

ツアーを企画いたします。その中で市民の方との

交流会、農業体験、就職相談会、住まい相談、教

育体験、特産品・ブランド品の紹介、観光ＰＲな

どを行っていくというものでございます。 

  それから、首都圏での魅力発信イベント、移住

相談会というところで、首都圏のやはり子育て世

代、若者を対象に首都圏でのイベントを企画する

ということです。市民との交流会、就職相談、住

まい相談、特産物・ブランド品紹介、観光ＰＲと

いうところでございます。 

  それから、３番につきましては今回の目玉とい

いますか、大きな事業というふうに捉えておるん

ですが、さまざまなマスメディアを活用したＰＲ

活動というところでございます。ラジオ、インタ

ーネット、テレビ、そういった、いわゆるマスメ

ディアと言われるものをさまざまに活用して情報

発信というところでございます。 

  １つは、首都圏ラジオ放送局との連携というと

ころで、現在、エフエム栃木（レディオベリー）

のほうで毎週、「チャレンジｉｎｇ那須塩原」と

いう番組を放送しております。こちらの番組を埼

玉県域放送のナックファイブというところで再放

送していただいて、本市で活躍する人の魅力を首

都圏で発信してまいりたいというものでございま

す。 

ナックファイブにつきましては、埼玉県域放送

なんですが、レディオベリーの出力１kwに対しま

して５kwという非常に高出力の放送局でございま

して、埼玉県域の放送でありながら周辺の千葉、

神奈川、東京、この辺だと宇都宮まで受信エリア

になっている。非常に幅広いエリアを持っている

放送局というところで、首都圏全域にこれらを利

用することによって発信できるのではないかとい

うふうに考えております。 

  それから、インターネット上の魅力拡散という

ことで、那須塩原市民映画の制作・ウェブ公開と

いうところでございます。こちらにつきましては、



－13－ 

ネット上の文字どおり映画をつくりたいというと

ころです。「参加して感じる那須塩原の魅力、見

て感じる那須塩原の魅力」をコンセプトに市民参

加による映画を制作、本市の人・物・場所などさ

まざまな魅力をインターネット上で発信してまい

りたいというものでございます。 

  似たようなところでは、埼玉県熊谷市というと

ころが、あそこはラグビーが非常に盛んなところ

で、ラグビーをテーマにした市民参加型の映画を

つくって非常に成功をおさめているという事例が

ありまして、そんなものを参考にうちのほうでも

取り組んでまいりたいということです。 

  それから、首都圏テレビ局との連携というとこ

ろです。本市の魅力や上記映画の制作過程などを

題材に本市の特集番組をつくっていただきたいと。

その番組については、やっぱり市民参画による番

組制作ということで依頼したいということです。 

テレビというマスメディアの本当に影響力のあ

るものを使っての魅力発信に取り組んでまいりた

いというところです。 

  それから、ファミレスへの魅力拡散ということ

で、子育て世代や若い世代が顧客として多いファ

ミリーレストラン、具体的にはすかいらーくを想

定しているところなんですが、そちらのテーブル

ステッカーなどを利用した魅力発信というもので

す。 

ファミリーレストランは、平均すると、滞在時

間が40分だそうです。40分いる中では、料理を食

べたりとか、お話ししたりとかいろいろあるんで

すが、やっぱりテーブルの上にあるステッカーと

いうのはどうしても目に入るというところがあり

まして、そちらを有効に活用してＰＲをしていき

たいということです。 

  以上、上記４事業につきましては、クイズ、懸

賞などを効果的に取り入れまして、本市のサイト

への誘導、関心・喚起を促してＰＲ効果を高めて

いきたいというところでございます。単に見て終

わりじゃなくて、さらに那須塩原市について調べ

ていただくというような仕掛けもやっていきたい

というところでございます。 

  それから４番目、基礎プログラムの構築とトレ

ーニングということで、上記の事業については、

やはり市民やＮＰＯの参加を促して専門家などに

よる育成プログラムを構築して、参加した市民や

ＮＰＯなどが自立して稼ぐ力を持ったチームに成

長するまでの支援プロジェクトを行っていきたい

ということです。各事業のメニューづくりから実

施までの一連のプログラミング、役割分担の明確

化、スキル向上に向けたトレーニングの研修など

を実施してまいりたいというところでございます。 

  以上が事業の中身になります。 

  それから、今後の展開というところなんですが、

本事業は、内閣府の審査を経て８月上旬ごろに採

択・不採択の内示があることになっております。

現時点では採択になるかどうかというのはちょっ

と確定しておりません。結果として一部不採択、

一部採択あるいは不採択となる場合も想定されま

す。その場合につきましては、実施内容について

再度精査をさせていただきまして協議をさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

  説明については以上でございます。よろしくお

願いいたします。 

○松田委員長 部長。 

○藤田企画部長 若干補足させていただきたいと思

います。 

  この案件につきましては、これからの予定でご

ざいますが、６月23日の全協で皆様のほうに事前

に情報提供させていただいて、最終日に追加議案

ということで上程させていただいて、ぜひ議決を

いただきたいと思いますので、ご協力方、よろし
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くお願いいたします。 

  以上です。 

○松田委員長 ありがとうございました。 

  じゃ、齋藤委員。 

○齋藤委員 若干お聞きしてよろしいですか。 

  この事業、6,000万円という補正予算というこ

とで、本当にシティプロモーション課の今までの

活動に関して、先日ありましたけれども、総務省

の交流推進機構の中でお勧めの移住先25選という

ことで本市が、本当にこちらからプレゼンしたわ

けでもないところで急にすごい評価を受けたとい

うことで、ますますこれからこの事業の補正予算

を使ってこの那須塩原の魅力発信をしていただい

て定住につなげていただけるというようなことで

ありますけれども、若干お聞きしたいのは、事業

の中で、先ほどご説明があったように、首都圏の

子育て世代あるいは若者を対象とした１泊企画と

いうことでありますけれども、この辺の内容とし

ては、若者に対しては、多分独身者であろうとい

うふうに予想されるんですが、子育て世代の対象

というのは、家族で１泊を体験していただくもの

なのか、それともその世帯主というか、代表者を

あれしていくものなのか、その辺の具体的な案と

いうものはあるんでしょうか。 

○松田委員長 課長。 

○小出シティプロモーション課長 その辺の子育て

世代の対象者ということでございますけれども、

想定しておりますのは家族というか、ご夫婦、お

父さん、お母さん、それから、小学校に就学前後

のお子さんというところを想定しております。家

族で来ていただきたいということでございます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 非常にいいことであって、やはり今、

住宅事情も意外に、若い人たちのご夫婦だと、

我々の身近に聞いても本当に住まい、新築の住ま

いが欲しいということで、展示会に行ったら即買

いをするみたいな、そういう傾向が結構、私の周

りにもあるんですね。そういうイメージで行った

ところ、やっぱり見てみると、こういうところに

住んでみたいというイメージが非常に湧いて、即

決で家なんかも決めてしまうようなところもあり

ますので、ぜひとも進めていただきたいというふ

うに思います。 

  あともう一つ、先ほどのすかいらーく等にそう

いうものをテーブル等に張らせていただくという

ことで、これは当然市外なんでしょうが、全国の

ファミレスという意味合いなんでしょうか。 

○松田委員長 課長。 

○小出シティプロモーション課長 想定としており

ますのが、今回、埼玉から東京東部ということで

ございますので、その辺のファミレスを想定して

おります。 

○齋藤委員 了解しました。 

○松田委員長 課長。 

○小出シティプロモーション課長 補足ですけれど

も、こちらの加速化交付金につきましては100％

国費が充当されるという事業でございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 先ほどの魅力体験ツアーの子育て世代を

呼び込むということで、今、ちょっともしかした

らずれちゃうかもしれないんですけれども、騒が

れているのが待機児童の件で保育園、幼稚園の建

設反対とかということで大変問題になっているじ

ゃないですか。この辺だったら、幾らでも何ぼで

もというところをどんどん、がんがん言ってもら

いたいんですね。 

できれば、子育て世代、安心して、周りにうる

さいと思われずに、恐縮せずに子育てできますよ

というところを、しかも、首都圏に通えるじゃな

いですか、お父さんにしても。お母さんはちょっ
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とパートで、例えばどこかお勤めになられるとい

うのであれば、そういう職業もありますよという

ような関連したものでアピールしていくといいん

じゃないかなと思うんですけれども、この辺はす

ごく首都圏でも今、大変問題になっていますし、

地方ではそこが狙い目なのかなと思いますので、

ぜひもうがんがんアピールしてもらいたいところ

だと思っています。 

○松田委員長 よろしくお願いいたします。 

そのほかございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、10分間休憩をとらせていただきます。

15分再開という形にさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時０３分 

 

再開 午前１１時１４分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○松田委員長 秘書課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 （高校野球大会の那須塩原市長杯

について） 

○松田委員長 その他ございますでしょうか。 

  金子委員。 

○金子委員 （姉妹都市提携調印式におけるリンツ

市の訪問行程について） 

○松田委員長 よろしいですか。 

  そのほかございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  秘書課の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩いたし

ます。 

 

休憩 午前１１時２２分 

 

再開 午前１１時２３分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎市民協働推進課の審査 

○松田委員長 市民協働推進課の皆さん、ご苦労さ

までございます。 

  今年度最初の常任委員会になりますので、課長

から順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  ここで、総務企画常任委員会を予算常任委員会

（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４２号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第42号 平成28年度

那須塩原市一般会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○室井市民協働推進課長 （議案第42号について説

明。） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 今、るる説明をいただいてあれだった

んですけれども、これが補正予算としての計上と

なった理由というのはどのようなあれでしょうか。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今回、平成28年度の当初

予算編成につきましては、市長就任間もないとい

う時間的な制約がある中で一部調整ですとか検討

が必要な市長の公約事業につきましては、一部調

整準備が整い次第、補正で対応させていただくと

いうようなご説明をさせていただいているところ

でございますが、今回、庁内のほうでその準備が

整いまして数字を上げさせていただいたところで

ございます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 それについてはわかりました。 

  それでは、結婚に関する市民意識調査の内容を

お聞きしたいんですが。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 内容につきましてご説明

申し上げます。 

  詳しい内容につきましては今後詰めていくとこ

ろでございますが、大まかに今ちょっと考えてい

るところでございますが、調査対象につきまして

は25歳から45歳までの市民、男女各1,000人を予

定してございます。調査方法につきましては、ア

ンケート調査方式ということで考えてございます。 

  調査内容につきましては、対象者の属性、です

から、性別、年齢、そういったものについて大体

８問程度、その他設問の内容といたしましては、

結婚に対する考え方ですとか、結婚、独身の利点

または不便な点、そういったものを含めまして大

体15問程度で考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 約８問程度の簡単な設問で意識調査を

していくということでわかりました。その後の総

合戦略の策定という部分に関して、ちょっと詳し

く説明をいただきたい。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 総合戦略の具体的な内容

等につきましては、今後、市民意識調査の結果を

踏まえまして策定していくということになるとこ

ろでございますが、今までなかなか行政の中で結
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婚に特化した計画とかそういったもの、施策とい

うものはございませんでした。そういったものを

今後、統一的な方向性を持った、そういった中で

具体的な行動計画といったものを含めまして考え

ていく必要があるのではないかということで、そ

ういった総合戦略の策定を考えております。 

○齋藤委員 了解しました。 

○松田委員長 それでは、星委員。 

○星委員 意識調査の1,000人対象にということな

んですが、これはもちろん独身の方に郵送という

ことになるんですか。それとも25歳から45歳全て

含むんですか。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 対象につきましては、男

女各1,000人ずつ、未婚、既婚とらわれずに無作

為に抽出をいたします。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 そうすると、じゃ、未婚の方ともちろん

結婚されている方ではかなり意識の差はあらわれ

てくるということで、その結果としては出てきま

すけれども、それを含めた上で総合戦略として分

析をして、これから策定をしていくというふうな

考えでいいんですか。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、委員のおっしゃると

おりでございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 そうしますと、例えばこれを策定するの

に業務委託をするということだったかと思うんで

すけれども、業務するその先が意に即したような

内容で、業務委託の人がこういう内容を聞いても

らいたいんだよねというようなものをあらかじめ

聞いておいた上でアンケート調査を行うのか、そ

れともこういう調査結果が出たから、これで何と

か業務委託のほうで全部お願いしますよという形

になるのか、どうなるんですか。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 そこの点につきましては、

まず、市民意識調査の設問につきましては、今後、

こちらそういった総合戦略を策定する上で特に必

要になってくるであろう、そういった設問を想定

いたしまして、業者のほうと最終調整をいたしま

して設問は決定するということになります。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○星委員 はい。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 １つだけいいですか。 

  今、市民意識調査のほうは調査ということで委

託がわかりやすいんですけれども、総合戦略策定

もある程度委託というか、そういうことになるの

かと思うんですけれども、それは専門的な業者が、

そういうのはあるものなんでしょうか。その辺の

ところはどういうあれでやるのかをちょっとお聞

きしたい。 

○松田委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、委員ご指摘のとおり、

総合戦略の策定も含めて業務委託ということにな

ります。それに当たっては、やはりきちんとした、

こちらの求めるような総合戦略ができる業者とい

うものを、今、具体的にどちらということは申し

上げられませんが、今後、選定をしていきたいと

思っております。 

○金子委員 了解です。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○金子委員 はい。 

○松田委員長 そのほか質疑はないでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 



－18－ 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

したいと思います。 

  これより採決いたします。 

  議案第42号 平成28年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第42号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部から何かございますでしょう

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で市民協働

推進課の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  これで、企画部の審査は全て終了となります。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時３３分 

 

再開 午前１１時３８分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

○松田委員長 選管・監査・固定資産評価・公平委

員会事務局の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  初めに、事務局長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○稲見選管・監査事務局長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございます。今年度もよ

ろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 （公職選挙法改正に伴う、選挙年齢引

き下げに対する市の対応について） 

○松田委員長 そのほか委員の皆様、ございません

でしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了いた

します。 

  選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局

の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部の入れかえのため暫時休憩をい

たします。 



－19－ 

 

休憩 午前１１時４８分 

 

再開 午前１１時４９分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○松田委員長 会計課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  初めに、会計管理者からご挨拶をお願いいたし

ます。 

○松江会計管理者 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長補佐から順に担当職員の自己紹介をお願いいた

します。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 執行部からは何かございませんでし

ょうか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で終了をい

たします。 

  会計課の皆さん、ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時５１分 

 

再開 午前１１時５２分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○松田委員長 議会事務局の皆さん、ご苦労さまで

ございます。 

  初めに、事務局長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○渡邊議会事務局長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

  今回は関係する付託案件はございませんでした

が、今年度最初の常任委員会になりますので、課

長から順に担当職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

    〔出席説明員自己紹介〕 

○松田委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○松田委員長 事務局の皆様から何かございますで

しょうか。 

  事務局長。 

○渡邊議会事務局長 ございません。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○松田委員長 それでは、ないようですので、以上

で終了いたします。 

  議会事務局の皆さん、ご苦労さまでございまし

た。 

  ここで、職員退席のため暫時休憩とさせていた

だきます。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午前１１時５５分 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 それでは、ただいまから陳情の審査

に入ります。 

  陳情第１号 「川の日を国民の祝日に定めるこ

と」を求める意見書に関する陳情書を議題といた

します。 

  事務局から概要の説明をお願いいたします。 

○議会事務局書記 （陳情第1号についての説

明。） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員の

意見をお受けいたします。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 川の日を国民の祝日に定めるというこ

とで陳情が出ております。その中で、まさにこの

趣旨は全くそのとおりだと私は思っております。

理由についても、この３つについてやはり川とい

うのが非常に重要なものであって、那須塩原市に

おいても那珂川、そして、大きな川を所有してい

まして、川との関係というのは非常に強い那須塩

原市だと私も思っております。そんなことから、

私はこの陳情につきましては採択というような意

見であります。 

  以上です。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 この川の日に関しましては、まず、国

土交通省が平成８年度から７月７日を川の日とい

うふうに制定をしたわけでありまして、その理由

としては、７月７日は七夕伝説に関する天の川の

イメージというものがまず１点ありまして、２点

目には、皆さんも多分、那珂川あるいは箒川に接

している住民の方々はずっと７月が河川愛護週間

ということで、月間週間ということで、河川の清

掃等を多分行っている時期ではないかなというこ

とで、それが２点目。３点目としては、季節的に

水に親しみやすい、夏の７月というのをイメージ

して国土交通省が平成８年度から７月７日を川の

日と定めたわけなんですね。 

  その理由の１つとしては、項目２という文言の

中には、流域の住民、自治体が一緒になって考え

て取り組んでいって、地域の行動を支援するとい

うような文言の中にこういうものが制定されたと

いうことであります。 

先ほど眞壁委員もおっしゃったように、ここの

那須塩原市は特に一級河川であります箒川あるい

は那珂川を所有しておる地域から、やたらに祝日

をつくるというのではなくて、国土交通省が認め

たこの日でありますので、ぜひともこの日をやは

り我々としては川の日という制定をしてみてはど

うかというふうに思います。 

  他市においては、こういう一級河川があるかな

いかちょっとわかりませんけれども、そういうと
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ころにおいては、この考え方が希薄になっている

のではないかなというふうに思います。きょう、

また昨日と別の資料をいただいた中では、さらに

小山市と矢板市が採択をされてきているというこ

とで、若干統計をとってみますと、まだまだ出て

はいませんけれども、現時点ではもう採択が６市、

あるいは不採択が１、継続が３というような、そ

ういう数字になっておりますので、昨日も協議の

中でお話をさせていただきましたけれども、やは

りこの栃木県内の市町においては、多分、この一

級河川を所有している、むしろ日光市あるいは那

須塩原市を参考にして見ているんではないかなと

いうふうに思いますので、私としては即決で今回

は採択にしてもやぶさかじゃないんじゃないかな

というふうに思います。 

  ちなみに、余談ではありますけれども、８月11

日、今年度から山の日というものが制定をされま

すけれども、これに関しましては、参議院の中の

閣議決定で自然に親しむことというような、そう

いうような文言の中で賛成213、反対が15という

ようなことで、今年度から祝日が全部で15から16

日にふえるというようなものがありますので、こ

れを踏まえると、やはりこの川というものは、昔

から言われているように、海、川、山という部分

がありますので、ぜひともこの地域から発信して

いってはどうかというふうに思いますので、私は

採択にすべきと思います。 

  以上です。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 私のほうとしましては、川の日はもう川

の日ということで記念日になっておりますし、こ

の趣旨はすごくよくわかります。やはり川は、那

須塩原市にとっては、本当に箒川も那珂川も蛇尾

川もありますし、もう身近な存在ですし、本当に

愛着もあるんですが、この理由もとてもよくわか

るんですけれども、そこを本当に祝日として定め

るのはどうかなという部分もあります。 

実際祝日がふえたという場合において、学校関

係ですとか、そういったところでちょっと学習時

間の削減とか、学習時間が短くなった分、子ども

たちがゆっくりできるかといったらゆっくりでき

なくて、部活は入ってきますし、その日は川の日

だから、じゃ、みんなで川をきれいに一斉に清掃

しに行きましょうという取り組みとかができれば

いいのですが、そういったこともどうなのかなと

いう部分もありますし、まずはその川の日という

意味、とても大事なんだよという意義を広く市民

の中にも広めた上で、そういった諸活動に取り組

むとか、そういった中から少しずつ調整していけ

ばいいのではないかということもありますので、

今回に関しては不採択でいいのではないかと思い

ます。 

○松田委員長 大野委員。 

○大野委員 今、皆様おっしゃったように、趣旨は

本当にわかるんですが、星委員が言ったように学

校関係がどう考えるのかとか、そういったことで

考えていくと、もうちょっと慎重に考えたいな、

時間がちょっと欲しいなという、簡単に言うとそ

う思いますので、今回はちょっと時間をいただく

という形で、継続という形でお願いできればとい

うふうに思います。 

  以上です。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 星さんが大体言ってくれたんですけれ

ども、こういう川の日とか、それから、例えば母

の日とか、父の日とか、いろいろな形でそういう

日ができるのは非常にいいと思うんですけれども、

それがある程度時間がたつに従って、この日はも

う本当に国の祝日としてふさわしくみんなが活動

してきているとか、盛り上がりができてきている
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ということで祝日にしていくという形だといいん

だけれども、今のところ、ただ安易にすぐ祝日に

しがちなので、私はちょっと簡単にやり過ぎてい

るというふうな感覚で見ているものですから、時

期尚早ということで、川の日ということでそうい

う記念日をつくっていくのはいいんですが、祝日

として取り上げるのはまだ時期尚早だと思って、

私は継続というよりも不採択のほうに賛成したい

と思います。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 きのうから数時間しかたっていません

ので、きのうと考えは変わっておりません。若干、

きょうこれはもらったんですけれども、やはりい

ろいろなことを鑑みますと、祝日にしたいんであ

れば、私見ですけれども、もちろん言っているこ

とはわかります。だったら、例えば、７月の第３

日曜日を川の日に設定がえして休んだらいいんじ

ゃないかという考えもあります。 

ですから、なぜ一気に祝日にしなくちゃならな

いのかということになると、別に祝日にしなくて

もその思いは広報の仕方で伝わるとは思います。

あえて祝日にしたから川の日がみんなに認識され

るということではなくて、違う方法もあると思う

んです。 

ですから、あと、祝日にした場合のいろいろな

形があります。先ほどから多く意見が出ている学

校とか、企業とか、そういうところのデメリット

もあると思うんですよ。川に特化した場合はいい

とは思うんですけれども、その辺も調査するのに

はちょっと時間がないのかなということで、限り

なく不採択に近い継続。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  人見委員。 

○人見委員 同じです。 

○松田委員長 相馬副委員長。 

○相馬副委員長 それでは、まず当地域の歴史的な

背景からいきますと、那珂川を水源とする、まず

那須疎水が明らかに発展の礎といいますか、基本

であったというところもございます。また、那珂

川、箒川を生活の手段としている住民、市民の方

も相当おられるだろうというふうに思います。ま

た、本市の目指すべきあり方というのは、「人と

自然がふれあうやすらぎのまち那須塩原」という

ことで川の保全、それから、水利・治水等の有効

利用をするためのものを官民一体となって取り組

んでいく必要があるというような政策も掲げてい

るところでございます。 

  といったところで、川の日というのは非常に重

要視すべきという点は十分考えられるとは思うん

ですが、ただし、国民の祝日に定めるということ

になりますと、国民の祝日に関する法律第178条

第３条に「国民の祝日は休日とする」という定め

がございますので、川の日が７月７日というふう

に既に国土交通省のほうで設定されておりますの

で、その日を祝日にするということに関して、果

たしてそれが、先ほど言いましたように学校運営

等その他について市民にとって有効、もしくはデ

メリットも十分考慮をしなければならないのでは

ないかということで、現時点でそうした議論がま

だ全国的にも、市内においてもなされていないと

いうような状況だというふうに判断しております

ので、現時点ではまだその採択、不採択の結論を

出す時期には時期尚早ということで、継続審査を

すべきであるというふうに考えております。 

  以上です。 

○松田委員長 これで全員の意見を聞いたね。あり

がとうございました。 

〔「暫時休憩を」と言う人あり〕 

○松田委員長 では、暫時休憩をお願いいたします。 
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休憩 午後 零時１０分 

 

再開 午後 零時２６分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、他にご意見はないでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、これから討論を

行います。 

  討論はございますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  まず、継続のご意見がございましたので、継続

からお諮りをいたします。 

  まず、本件を継続審査とするかをお諮りいたし

ます。 

  陳情第１号 「川の日を国民の祝日に定めるこ

と」を求める意見書に関する陳情書について、継

続審査とすることに賛成する委員の挙手を求めま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○松田委員長 ４名。 

  賛成が過半数を満たしておりません。 

  よって、陳情第１号は継続審査としないことに

決定をいたします。 

  それでは、まず、本件を採択すべきものとする

かをお諮りいたします。 

  陳情第１号 「川の日を国民の祝日に定めるこ

と」を求める意見書に関する陳情書について、採

択とすべきものとすることに賛成する委員の挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○松田委員長 賛成が過半数を満たしておりません。 

  改めてお諮りをいたします。 

  陳情第１号 「川の日を国民の祝日に定めるこ

と」を求める意見書に関する陳情書について、不

採択とすべきものとすることに賛成する委員の挙

手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○松田委員長 賛成が過半数を満たしておりません。 

  ただいまの採決の結果、採択すべきが２名、不

採択とすべきが２名でありました。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 零時２９分 

 

再開 午後 零時２９分 

 

○松田委員長 では、委員会を再開させていただき

ます。 

  よって、陳情第１号については、委員会審査の

結果、採択すべきもの、不採択すべきもののいず

れにも至らなかったものとして本会議で報告をい

たします。 

  以上で、陳情第１号の審査を終了といたします。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 零時３０分 

 

再開 午後 零時３２分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開させ

ていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 



－24－ 

 

◎その他 

○松田委員長 それでは、次第４、その他に入りま

す。 

  委員の皆様から何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、事務局から。 

○議会事務局書記 （事務連絡） 

○松田委員長 それでは、次第４、その他を終了い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○松田委員長 以上で、今定例会における委員会の

議事日程は全て終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は、本職が作成し、議長

に提出したいと思いますので、ご一任くださいま

すよう、よろしくお願いいたします。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

いたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 零時３６分 




